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１月12日、登米総合体育館で「令和２年登米市成人式」が
開かれました。令和最初の成人式に20歳という節目を迎
えた新成人。新たな決意と自覚を胸に、令和とともに大人
として歩み始めました。
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新
成
人
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
な
穏

や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、「
令
和
２
年
登

米
市
成
人
式
」が
１
月
12
日
、登
米
総
合

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
の
新

成
人
は
１
９
９
９（
平
成
11
）年
４
月
２

日
か
ら
２
０
０
０（
平
成
12
）年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
８
１
５
人
で
、昨

年
よ
り
６
人
減
少
。式
典
に
は
、６
６
３

人（
男
３
５
７
人
、女
３
０
６
人
）が
出

席
し
ま
し
た
。

　

正
午
過
ぎ
、会
場
は
色
と
り
ど
り
の

振
袖
や
羽
織
は
か
ま
、ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
で
あ
ふ
れ
、華
や
か
な

雰
囲
気
に
。か
つ
て
共
に
過
ご
し
た
友

人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、近
況
を
報

告
し
た
り
、記
念
撮
影
し
た
り
す
る
姿

が
会
場
の
至
る
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
開
か
れ
た
式
典
で

は
、熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
が「
新
た
な
元
号

『
令
和
』に
は
、人
々
が
美
し
く
心
を
寄

令和２年
登米市成人式

～令和とともに大人を歩む～
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88

22

33

20歳の主張
新成人を代表し２人の「20歳の主張」（要約）を紹介します

せ
合
う
中
で
、文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。元

号
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
と
も
に
、新

成
人
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
大

き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期

待
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
佐
々
木
友ゆ

う

太た

さ

ん
＝
迫
町
大
網
南
＝
と
佐
竹
真ま

歩ほ

さ
ん

＝
豊
里
町
下
町
＝
が
、「
新
し
い
時
代
に

成
人
し
た
私
た
ち
が
、こ
の
地
域
を
魅

力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
け
る
よ
う
、発

展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら

は
、一
人
一
人
が
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と

力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

44

55

66

77
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Message

Dream

（広報とめ2012.7.1号から）

新成人へのメッセージ
登米町の森舞台や新国立競技場の
設計に携わった隈

く ま

研
け ん

吾
ご

氏が、2019
年９月、本市初となる「とめふるさ
と大使」に就任しました。
隈氏から、新成人に向けてのメッ
セージ入り色紙が贈られましたの
で紹介します。色紙には、「相手の身
になって考えることを学んで下さ
い」とエールが書かれています。

夢
数年が経ち、20歳を迎えた新成人。
人に、現在やこれからについて聞きました。

Photo©J.C. Carbonne

東和中学校出身
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中学生の頃に、抱いた夢。あれから

南方中学校出身

（広報とめ2012.12.1号から）

　

皆
さ
ん
は
、20
歳
の
節
目「
成
人

式
」を
迎
え
、令
和
と
と
も
に
大
人

と
し
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。

　

社
会
人
と
し
て
、す
で
に
歩
ん

で
い
る
人
、夢
に
向
か
っ
て
、今

ま
さ
に
頑
張
っ
て
い
る
人
、将
来

に
悩
ん
で
い
る
人
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

迷
っ
た
と
き
は
、ま
ず
過
去
を
見

つ
め
、次
に
未
来
を
見
つ
め
、そ

し
て
現
状
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、

今
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
ま

す
。

　

こ
の
先
、皆
さ
ん
が
進
む
道
に

は
、大
き
な
困
難
や
壁
が
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。自
分
の
力
だ
け
で
は
乗
り
切

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ
ん
な
時
は
、一
人
で
悩
ま

ず
、家
族
や
友
人
に
相
談
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。き
っ
と
力
に

な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

今
年
成
人
を
迎
え
た
８
１
５
人

の
目
の
前
に
は
無
限
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
今

後
、ふ
る
さ
と「
登
米
市
」の
誇
り

を
胸
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

ぼくとわたしの
あの頃夢見た将来に近付いた新成
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ドローンの飛ぶ高さや方向をタブレットにプログラミング。思
い通りに飛行するよう、繰り返しプログラムしていました。

　「高校生が教えるプログラミング教室」は１月22日、
中田中学校で開かれ、登米総合産業高情報技術科３年
生５人が中田中３年生36人に、タブレット端末とドロ
ーンを使って、プログラミングについて教えました。
　プログラミング教室は、高校で学んだ知識や技術を
生かし、日常生活に活用されているプログラミングの
仕組みに触れてもらうことが目的。講師を務めた堀内
晴
はる

斗
と

さん＝中田町南加賀野＝は「教えることで自分た
ちも深く学べました。身近なタブレット端末などから
プログラミングに触れることで、さらに興味を持って
もらえればうれしいです」と笑顔を見せていました。

　「佐沼どんと祭・裸参り」（登米中央商工会青年部主
催）は１月14日、佐沼一市通りなどで開かれ、裸参りに
は商工会青年部のほか、市内の企業、団体などから約
170人が参加しました。
　どんと祭・裸参りは、住民の無病息災や地域の活性化
などを祈ろうと昭和54年から始まり、今年で42回目。裸
参りに参加した佐藤真

ま

理
り

絵
え

さん（34）＝南方町北本郷＝
は「南方ナーシングホーム翔裕園の同僚と参加しまし
た。施設の利用者さんや職員の無病息災と、家族が健や
かに過ごせるように祈りながら歩きました」と平穏な
一年を願いました。

参加者は、さらしや白装束姿にたいまつを持ち、若鮨はさま館前
から津島神社に向かって厳かに歩みを進めました。

交通・防犯指導隊の合同出初式で、装備品の点検を受ける隊員。
地域の安全を守るため、任務遂行に尽力することを誓いました。

　市交通安全指導隊（菅原晃
こう

隊長）、防犯指導隊（及川德
とく

朗
ろ う

隊長）と消防団（菅原英
ひで

義
よ し

団長）が、市民の安全・安心
を守る誓いを新たに、出初式を実施しました。
　両指導隊の合同出初式は１月11日、中田総合体育館
で開かれ、111人の隊員が参加。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長や佐沼・登
米警察署長ら来賓から、服装や警笛などの点検を受け
た隊員は、新年の活動に向けて気持ちを引き締め、結束
を高めました。消防団の出初式は１月12日、登米祝祭劇
場で開かれ、団員約600人が参加。団長を先頭に消防防
災センターから登米祝祭劇場まで力強く行進し、士気
旺盛に威風堂々とした雄姿を披露しました。
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参加者はマガンの生態や伊豆沼の自然について学び、寒さを忘れ
てマガンの飛び立ちに見入っていました。

　「北帰する雁
がん

を愛
いと

しむ会」（登米市伊豆沼内沼サンク
チュアリセンター、新田あるものさがしの会主催）は１
月26日、迫野鳥観察館で開かれ、約20人がマガンの飛び
立ちを観察しました。
　愛しむ会は、伊豆沼から去りゆくマガンに、また来て
ほしいという願いを込めて企画。数万羽のマガンが一
斉に空を覆う圧巻の光景を子どもたちに見せたいと父
親に連れられて参加した伊藤楓

ふう

夏
か

さん（７）＝迫町大形
＝と星真

ま な か

央さん（７）＝迫町品の浦＝は「寒かったけど
楽しかったです。たくさんの鳥が一気に飛んで行った
のがすごかった」と初めて見る光景に驚いていました。

新聞は、子どもならではの自由な発想と取材から得た情報をも
とに制作。入賞した８チームが新聞の内容を発表しました。

　「第12回子どもたちが考える登米市の未来新聞コン
クール表彰式」が１月26日、中田農村環境改善センター
で開かれました。
　コンクールは、登米市の未来を支える子どもたちが
普段の生活の中から地域の良さや問題点を見つけ、将
来のまちづくりに興味を深めることが目的。「つながる
まち、住みたいまち」をテーマに、小学５年の部、６年の
部合わせて過去最多の116作品の応募がありました。最
優秀賞には、５年の部が新田小の「未来を信じて」チー
ム、６年の部は横山小の「町の笑顔」チームが選ばれ、熊
谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長から賞状と記念品が贈られました。

　「登米のお米魅力ＵＰ大作戦！」（まなびのたねネッ
トワーク主催）は１月25日、南方公民館で開かれ、市内
中学生や生産者など約60人が参加しました。
　この事業は、基幹産業の米作りを学び、地域の一員と
して活躍する人材を育むことが目的。参加者は、地域の
生産者などから米作りやご飯の炊き方を教わり、水田
ではロボットトラクターや農業用ドローンなどを操作
し、スマート農業を体験しました。津山中２年の日野天

てん

晴
せ い

さんは「農業の話がとても面白く、将来の夢の一つと
して視野に入れてもいいと感じました」と米作りに携
わる人たちの活躍に目を輝かせていました。

自動運転ができる田植え機に乗車し、操作説明を受ける参加者。
進化する農業技術に驚き、農作業の楽しさを感じていました。



08

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ポ
ー
ラ
ン
ド
ボ
ー
ト
チ
ー
ム
の
事

前
合
宿
の
受
け
入
れ
支
援
に
向
け
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
広
く
理
解

し
、親
し
み
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
、ポ
ー
ラ
ン
ド
家
庭
料
理
試
食
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
15
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜

長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス

先
着
50
人
程
度

無
料　

３
月
10
日（
火
）

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。メ
ー
ル

の
場
合
は
、氏
名
、電
話
番
号
を
記

入
し
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
家
庭
料
理
試

食
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」と
明
記

し
て
く
だ
さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

糸syogaigakusyu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

地
域
の
魅
力
を
発
信
・
活
用
し

な
が
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む

観
光
客
を
誘
客
す
る
た
め
、韓
国

版
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス「
宮
城

オ
ル
レ
登
米
コ
ー
ス
」を
、３
月
21

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、豊
里
公
民
館
を
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
、平
筒
沼
ふ
れ

あ
い
公
園
ま
で
の
約
11
㌔
㍍
。所

要
時
間
は
４
〜
５
時
間
程
度
の
初

級
コ
ー
ス
で
す
。

　

本
市
の
象
徴
と
も
い
え
る
田
園

風
景
や
雄
大
な
北
上
川
の
流
れ
を

眺
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ス
で
す
。

３
月
21
日（
土
）午
前
10
時

豊
里
花
の
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド（
豊
里
公
民
館
隣
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
観
光
物
産
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
お

店
な
ど
の
走
る
広
告
塔
と
し
て
活

用
く
だ
さ
い
。

市
内
に
事
業
所
や
事
務

所
、店
舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

軽
ワ
ゴ
ン
タ
イ

プ
の
車
両
13
台（
年
間
走
行
距
離

１
万
㌔
㍍
以
上
、年
間
稼
働
日
数

２
０
０
日
以
上
）

２
月
20
日（
木
）

〜
３
月
６
日（
金
）

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い（
郵
送
の
場
合
は
、封
筒

に「
公
用
車
広
告
掲
載
申
込
」と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
）

※
指
定
の
用
紙
は
総
務
部
総
務
課

で
配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１
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市
は
、将
来
、看
護
師
と
し
て
市

立
病
院
で
の
勤
務
を
考
え
て
い
る

看
護
学
生
に
、奨
学
金
を
貸
し
付

け
ま
す
。

◉

看
護
師
養
成
施
設

に
在
学
す
る
学
生
で
、将
来
看
護

師
と
し
て
市
立
病
院（
診
療
所
・
老

人
保
健
施
設
を
含
む
）に
勤
務
し

よ
う
と
す
る
人

８
人
程

度
・
月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で（
看
護
師
養
成
施
設
の
修
学

年
数
を
限
度
）

※
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、償
還

が
全
額
免
除
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

◉

看
護
師
奨
学
金
貸

付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

８
人
程

度
・
20
万
円
以
内無

利
子
貸
付（
償
還

免
除
の
制
度
な
し
）と
し
、看
護
師

奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月
か
ら
10

年
以
内
に
償
還

◉

２
人（
１
人
は
家

族
可
、他
１
人
は
別
世
帯
で
独
立

生
計
を
営
む
人
）

次
の
書
類
を
郵
送
、

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
❶
貸

付
申
請
書
❷
在
学
証
明
書（
４
月

入
学
予
定
者
は
合
格
通
知
書
、ま

た
は
入
学
通
知
書
の
写
し
を
提
出

し
、入
学
後
に
在
学
証
明
書
提
出
）

❸
戸
籍
抄
本
❹
在
学
す
る
大
学
の

学
長
、学
部
長
、看
護
師
養
成
施
設

の
長
な
ど
の
推
薦
調
書（
４
月
入

学
予
定
者
は
不
要
）❺
そ
の
他
、市

長
が
必
要
と
認
め
る
書
類（
医
学

生
奨
学
金
等
貸
付
応
募
理
由
書
、

履
歴
書
、健
康
診
断
書
な
ど
）

※
様
式
は
、医
療
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

３
月
２
日（
月
）

〜
４
月
３
日（
金
）当
日
消
印
有
効

書
類
審
査
、面
接
審

査（
５
月
上
旬
予
定
）▼
面
接
日
時

な
ど
、詳
細
は
別
途
連
絡

退
学
な
ど
に
よ
り
、

貸
付
目
的
が
達
成
で
き
な
い
場
合

は
貸
し
付
け
を
停
止
し
、年
10
％

の
利
息
を
加
え
て
一
括
償
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
下
田
中
25（
登
米
市

民
病
院
内
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

　

登
米
市
民
病
院
で
は
、電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、

再
来
受
付
機
の
開
始
時
間
を
午
前

７
時
か
ら
８
時
に
変
更
し
ま
し

た
。ご
不
便
を
掛
け
な
い
よ
う
に

再
来
受
付
機
に
職
員
を
配
置
し
、

外
来
基
本
伝
票
を
渡
し
ま
す
の

で
、各
診
療
科
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
米
市
民
病
院
事

務
局
医
事
課（
医
事
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

ま き こ

　

登
米
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
人
に
、本
市
の
魅
力
を
伝
え
る
返

礼
品
と
し
て
、地
場
産
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
、市
内
に
事
業
所

な
ど
が
あ
る
企
業・
団
体・
個
人
事

業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
商

品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、全
国
の
人

の
目
に
触
れ
、販
路
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
務
部
総
務
課

（
財
産
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１　
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市
の
施
設
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、次
の
方
法
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
自
動
販
売
機
の
設
置
に
か
か
る

電
気
料
は
、設
置
者
負
担清

涼
飲
料
水

（
酒
類
を
除
く
）自
動
販
売
機（
災

害
救
援
対
応
型
）

必
要
書
類（
申
込
書
、

仕
様
書
な
ど
）を
総
務
部
総
務
課

（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）で
受
け
取

る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、募
集
内
容

を
確
認
の
上
、参
加
申
込
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
公
募
設
置
希
望
者
が
複
数
の
場

合
は
、抽
選
で
設
置
者
を
決
定
し

ま
す

２
月
20
日（
木
）〜
３

月
６
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

３
月
13
日（
金
）

総
務
部

総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、障
が
い
者
の
使
用
す

る
自
動
車
の
燃
料
費
と
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。各
事
業
と
も
、平
成
31
年
１
月

１
日
以
降
に
登
米
市
に
転
入
し
た

人
は
、平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
か
ら
、住
民
税
の
課
税（
非

課
税
）証
明
書
を
、申
請
の
際
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
❶
〜
❸
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
❶
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
・
内
部
３
級
、療
育

手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
・
２
級
で
自
動
車
を
所
有

し
運
転
す
る
人
、ま
た
は
そ
の
自

動
車
を
障
が
い
者
の
た
め
に
運
転

す
る
同
居
者
❷
身
体
障
害
者
手
帳

下
肢
３
級
で
、自
動
車
を
所
有
し

運
転
す
る
❸
療
育
手
帳
Ａ
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
、

18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
・
内
部
３
級
の
人
の
た
め

に
自
身
が
所
有
す
る
自
動
車
を
運

転
す
る
同
居
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
を

利
用
し
て
い
る
人
、社
会
福
祉
施

設
入
所
者
、申
請
時
に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す

普
通
自
動
車
、小
型

自
動
車
、軽
自
動
車
の
う
ち
４
輪

以
上
の
も
の

※
携
行
缶
な
ど
、対
象
車
両
以
外

の
給
油
は
で
き
ま
せ
んガ

ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
給
油
の
際
に
、利
用
券

（
１
枚
千
円
分
）を
月
２
枚（
年
間

最
大
24
枚
）ま
で
利
用
で
き
ま
す

３
月
２
日（
月
）か

ら
、各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民

係
）で
受
け
付
け
、交
付
し
ま
す

❶
障
害
者
手
帳

❷
運
転
免
許
証
❸
車
検
証
❹
印
鑑

】本
人
の
住
民
税
が
非
課

税
で
次
の
❶
〜
❹
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
❶
身
体
障
害
者
手
帳

１・２
級
❷
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

の
う
ち
、呼
吸
機
能
障
が
い
者
で
酸

素
濃
縮
器
を
常
時
利
用
し
て
い
る

る
、ま
た
は
体
幹・下
肢
機
能
障
が

い
者
で
車
い
す
移
動
に
限
ら
れ
る

❸
療
育
手
帳
Ａ
❹
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１・２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
ま
た
は
透
析
患
者
通
院
費
助
成

事
業
を
利
用
し
て
い
る
人
は
対
象

外
で
す

タ
ク
シ
ー
に

乗
る
ご
と
に
１
枚
、１
カ
月
に
４
枚

ま
で
利
用
で
き
ま
す（
１
年
間
で
最

大
48
枚
）

※
利
用
券
１
枚
は
、小
型
タ
ク
シ
ー

の
基
本
料
金
と
同
額
に
な
り
ま
す

３
月
２
日（
月
）か

ら
、各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民

係
）で
受
け
付
け
交
付
し
ま
す

❶
障
害
者
手
帳

❷
印
鑑

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）
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る
家
庭
❶
申
請
代
表
者
が
満
18
歳

以
上
❷
世
帯
人
数
が
２
人
以
上

で
、世
帯
全
員
の
同
意
を
得
て
い

る
❸
世
帯
構
成
員
の
１
人
以
上

が
、登
米
市
に
居
住
、在
勤
ま
た
は

在
学
し
て
い
る
❹
食
事
や
送
迎
な

ど
、日
常
生
活
の
支
援
を
無
償
で

提
供
で
き
る

登
録
申
請
書（
市
民

協
働
課
備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式

　

市
は
、海
外
姉
妹
都
市
な
ど
か

ら
の
青
少
年
訪
問
団
や
旅
行
者
な

ど
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
す
る

外
国
人
を
受
け
入
れ
る「
登
米
市

国
際
交
流
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ン
ク
」登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー（
受
入
家

庭
）に
登
録
し
て
、身
近
な
国
際
交

流
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
全
て
に
該
当
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

❶
市
か

ら
登
録
家
庭
へ
受
け
入
れ
依
頼
通

知
を
送
付
❷
登
録
家
庭
は
受
け
入

れ
の
可
否
を
市
へ
連
絡
❸
市
で
受

け
入
れ
可
能
家
庭
と
調
整
し
決
定

▼
企
画
部
市
民
協
働
課（
地
域
振

興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

▼
登
米
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

　

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
は
、令
和
２
年
度
に

予
定
し
て
い
る
宿
泊
農
業
体
験

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
）の
受
入
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、子
ど

も
た
ち
を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
、農

作
業
や
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、農

家
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な

く
、普
段
の
仕
事
を
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
作
業
し
ま
す
。受
入
会

員
に
は
、料
金
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

１
戸
当
た
り
３
〜
５

人
程
度

１
泊
２
日
／
１
人
当

た
り
７
千
円

電
話

千
円

市
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
事
務
局（
産
業
経
済
部
商
業
観

光
課
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
ち
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。手
帳

の
等
級
、車
両
の
所
有
者
、運
転
者

を
確
認
し
ま
す
の
で
、期
間
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
申
請
書（
税

務
課
、各
総
合
支
所
で
配
布
）▼
自

動
車
検
査
証
▼
運
転
免
許
証
▼
身

体
障
害
者
手
帳
▼
戦
傷
病
者
手
帳

▼
精
神
保
健
福
祉
手
帳
▼
療
育
手

帳
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
▼
印
鑑

４
月
２
日（
木
）〜
23

日（
木
）▼
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

受
け
付
け

※
継
続
申
請
者
に
は
、３
月
下
旬

に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

▼
総
務
部
税
務
課（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

　

県
は
、３
月
11
日
を「
み
や
ぎ
鎮

魂
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。市
で

は
、東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
を
追
悼
し
、震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、一
斉
黙
と
う

を
実
施
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
11
日（
水
）午
後

２
時
46
分

防
災
行
政
無
線
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図
に
、一
斉
黙

と
う
を
実
施

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０
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煙
し
な
が
ら
の
飲
食
が
可
能
に
な

り
ま
す（
保
健
所
に
届
出
が
必
要

で
す
）。

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://jyudoukitsuen.m
hlw
.

go.jp▼
登
米
保
健
所　

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
７

▼
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
２
３

　

よ
ね
や
ま
診
療
所
は
、常
勤
医

師
採
用
の
め
ど
が
立
た
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、４
月
１
日
以
降
休
診

し
ま
す
。現
在
、通
院
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
は
、ご
希
望
の
医
療
機
関

へ
紹
介
し
ま
す
の
で
、来
院
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
ね
や
ま
診
療
所

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
１
１　

集
会
所
、理
・
美
容
室
、鉄
道
な
ど
、

２
人
以
上
が
利
用
す
る
施
設
の
屋

内
は
原
則
禁
煙
と
な
り
ま
す
。ま

た
、タ
ク
シ
ー
、バ
ス
、旅
客
機
の

内
部
は
完
全
禁
煙
と
な
り
、違
反

す
る
と
罰
則
の
対
象
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◉
　

健
康
へ
の
影
響
が
大
き
い
20
歳

未
満
の
人
は
、喫
煙
可
能
な
エ
リ

ア（
屋
内
・
屋
外
に
関
わ
ら
ず
全
て

の
喫
煙
室
と
喫
煙
設
備
）に
立
ち

入
り
で
き
ま
せ
ん
。従
業
員
な
ど

も
同
様
で
す
。

◉
　

屋
内
喫
煙
専
用
室
の
基
準
を
満

た
し
た
喫
煙
室
で
の
み
喫
煙
が
可

能
で
す
。喫
煙
室
を
設
置
す
る
場

合
は
、施
設
の
入
口
な
ど
に
標
識

の
掲
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

飲
食
店
で
は
、条
件
を
満
た
し

た
場
合
の
み
経
過
措
置
が
適
用
さ

れ
、店
内
全
部
ま
た
は
一
部
で
喫

㊌
 ☎

㊎
 ☎

㊋
 ☎

㊌
 ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊎
（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

  ◉休日（日曜日）：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間（月・水曜日）（祝日、年末年始を除  
  く）：受付時間18：00～20：00
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、受
動
喫

煙
対
策
が
遅
れ
て
い
た
日
本
は
国

際
水
準
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。受
動
喫
煙
と
は
、た
ば
こ（
加

熱
式
た
ば
こ
を
含
む
）か
ら
発
生
し

た
煙
や
蒸
気
を
自
分
の
意
思
に
関

係
な
く
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

で
、た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。改
正
さ

れ
た
健
康
増
進
法
が
４
月
か
ら
全

面
施
行
と
な
り
、受
動
喫
煙
防
止
の

取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
、吸
わ
な
い

人
も
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
の
影

響
を
理
解
し
、受
動
喫
煙
が
生
じ

な
い
よ
う
に
周
囲
の
状
況
に
配
慮

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◉
　

４
月
か
ら
、事
業
所
、ス
ー
パ
ー
、

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

❶
 ▶

❷
 ▶
　
　
❸
 ▶

☎
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迫
　今年で45回目を迎えた「元旦あるけあるけ大会」は１月
１日、森地区内で開かれ、子どもからお年寄りまで約100
人が森公民館を発着点とした約５㌔㍍のコースを歩き、
ゴールを目指しました。
　参加者は、休憩地点の上

じょう

行
ぎょう

寺
じ

境内で初日の出を拝みなが
ら、それぞれ新年の決意や健康を祈願。ゴールした後は抽
選会が開かれ、最後に参加者全員でご来光に向かって笑顔
いっぱいの記念撮影をしました。

登米
　「令和２年新春懇談会」（同実行委員会主催、佐藤貞

てい

一
いち

実
行委員長）は１月10日、とよま観光物産センター「遠山之
里」で開かれ、町内から88人が参加し、新年を祝いました。
　懇談会では、とよま日根牛太鼓「桜

さくら

乃
の

会
かい

」がオリジナルの
演奏曲「鼓

つづみ

音
ね

」と「来
らい

福
ふく

」を披露。新春にふさわしい華やかで
明るいリズムに、参加者から盛大な拍手が送られました。演
奏後は、和やかな雰囲気の中で歓談しながら、地域のさらな
る発展を願いました。

東和
　「東和地区青少年育成講演会」は１月23日、東和中学校
（千葉純

じゅん

子
こ

校長、生徒188人）で開かれ、生徒や教員など約
200人が受講しました。
　講演会は、上田情報ビジネス専門学校の比

ひ

田
だ

井
い

和
かず

孝
たか

副校
長が講師を務め、自身の経験を元にしたテーマ「与える者
は、与えられる」と題して熱く講演。受講者の中には感動し
て涙を流す人もおり、「人として大切なことをあらためて考
え、実行していこうと思った」と感想を話していました。

中田

TOWNS TOPICS

　自然体験交流事業「シンドバットの冒険と友だちづくり」
（浅水コミュニティ運営協議会主催、羽生進

すすむ

会長）は、１月
18、19の両日、秋田県横手市で開かれ、浅水小学校と横手
市の増田小学校の児童26人が参加しました。
　交流事業は、互いの地域を訪問し合い、自然体験学習を通
した交流を深めることが目的。児童らは、横手焼きそば作り
やソリ滑り、スキーなどで雪いっぱいの横手の冬を楽しみ
ながら、地元の児童らと交流を深めました。
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豊里
　「文化財防火訓練」は１月26日、平筒沼農村文化自然学習
館で開かれ、地域の自主防災組織や消防団員、婦人防火クラ
ブ員など70人が訓練しました。
　訓練前には、豊里小中学校運営協議会委員の守屋博

ひろし

氏を
講師に、学習館で展示されている県指定有形民俗文化財の
カマ神について講話。参加者らは郷土の歴史に聞き入り、先
人から受け継いだ貴重な文化財を火災から守るため、防火
訓練に真剣な表情で取り組んでいました。

石越
　「第66回石越町剣道大会」（石越町剣道協会主催、工藤孝

こう

志
し

会長）は１月19日、石越体育センターで開かれ、石越町
域内の剣道愛好家約40人が白熱した試合を展開しました。
　石越町剣道大会は、今回で66回目となる歴史と伝統ある
大会。参加者は、年代別の紅白試合や個人戦でしのぎを削っ
た後、各年代の優勝者が総合優勝をかけて競い合いました。
選手たちは、日頃の成果を出し合いながら、冬の寒さを吹き
飛ばすほどの気合を見せていました。

津山
　横山不動尊の「節分豆まき」は2月2日、横山不動尊境内で
開かれ、老若男女約300人が福を求めて訪れました。
　太鼓の音が響き渡る中、「福は内、鬼は外」の元気な掛け声
に合わせて本堂で祈

き

禱
とう

された豆袋がまかれると、訪れた人
たちは歓声を上げながら、多くの福を呼び込もうと競って
豆袋を集めていました。当たり付きの「福豆」が入った豆袋
を拾った幸運な人には、福升や福飴などの縁起物が贈られ
ました。

米山
　西野コミュニティ運営協議会の「新春懇談会」は１月11
日、米山農村環境改善センターで開かれ、西野地区の各行政
区、交通安全協会や小中学校の関係者ら38人が参加しまし
た。
　懇談会では、シンガーソングライターのかおる氏による
歌謡ステージや参加者の舞踊などが披露。参加者は、今後の
地域おこしや地域への関わり方などを話題に、年に１度の
顔合わせを楽しみ、地区のつながりを再確認しました。

南方
　「新春郷土かるた大会」（南方公民館、南方町子ども会育成
協議会共催）は１月19日、南方農村環境改善センターで開
かれ、南方地区の小中学生ら91人が参加しました。
　大会は、南方町の歴史や史跡、名勝、特産物などが描かれ
た郷土かるたを使い、未就学児や小中学生が出場する個人
の部と行政区やスポーツ少年団が出場する団体の部で競い
ました。参加者らは、楽しく交流しながら地域の歴史を学び
ました。
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Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

　貸出期間を過ぎると、次に読みたい人に貸し出
しができませんので、期限内に返却してください。
　毎年、本を借りたまま転出し、連絡が取れなく
なる人がいます。特に、進学、就職や転勤などで転
出を予定している人は、もう一度、図書館から借
りている本がないか確認をお願いします。
　家族に本を借りている人がいた場合は、返却す
るよう声掛けをお願いします。また、住所や連絡
先など、利用者カードの登録情報に変更がある場
合は修正しますので、最寄りの図書館（室）で手
続きしてください。

☎
☎
☎
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Monthly Hot Communication

Health

　市では、高齢者の肺炎球菌感染症予防接種の定期接種対象者に
対し、平成31年４月に予診票（紫色の用紙）を配布しています。配布
した予診票を使って予防接種できるのは、３月31日（火）までです。
　肺炎球菌感染症予防接種の対象者は、本年度65、70、75、80、85、
90、95、100歳に該当し、今まで肺炎球菌予防接種を受けたことがな
い人です。100 歳以上の人は本年度のみ対象です。
　市内協力医療機関で接種した場合の費用は3,620円です。予診票
を紛失された人や４月以降に転入した人は、予診票を発行します
ので、下記まで問い合わせください。

市民生活部健康推進課（健康推進係）　
☎0220（58）2116
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　168㌢でＯ型です。
　津山町の特別養護老人ホーム柳

風園で介護福祉士として働いています。食事
やトイレ、入浴の介助など介護業務全般を担
当し、５年目になります。小学生のころに授
業の一環で老人ホームを訪問したときの、お
じいちゃん、おばあちゃんの笑顔がとても素
敵で忘れられません。この笑顔に囲まれて
仕事をしたいと思ったことが介護福祉士を
目指したきっかけです。いずれはケアマネ
ジャーとして、一人一人に合った介護サービ
スを提供していきたいと思っています。

　人の好き嫌いがなく、社交的
だと思います。研修で年齢や地域がばらばら
の人たちと出会ったときも、たくさんの人た
ちと仲良くなり、今でも連絡を取り合ってい
ます。

お酒やダーツ、映画鑑賞です。人
と話すことが好きなので、バーでマスターや
他のお客さんと会話を楽しみながら、ウイス
キーを飲むことが好きです。

日本から出たこ
とがないので、海外旅行をしてみたいですね。
ディズニーが好きなので、アメリカ合衆国の
フロリダ州にあるディズニーランドに行っ
てみたいです。

はきはきしている人です
ね。裏表がなく、引っ張ってくれる人がいい
です。

　登米は地域の絆が
強く、近所付き合いの残る温かいまちだと思
います。若い人たちで、その温かさを絶やさ
ないようにしていきたいですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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Dream
Monthly Hot Communication

2016年７月５日生まれ
東和町・錦織２区　舞衣さんの長男

くん（3歳）

車、トラック大好き。毎日「一番星ブ
ルース」を歌う渋い息子。たくさん食
べて遊んで大きくなってね。

Monthly Hot Communication

Child

くん（１歳） くん（１歳）・ ちゃん（３歳）

2018年６月26日生まれ
中田町・舘　秀仁さんの長男
いつもにこにこ笑顔がかわいくて、人
懐っこい凛空くん。これからもいっぱ
い食べて元気にすくすく成長してね。

2019年１月10日・2016年４月15日生まれ
石越町・第七　正太さんの長男・長女
仲良しきょうだいの二人。毎日笑顔
がいっぱいです。たくさん遊んで大
きくなろう。

便利で笑顔のあふれる世界へ
　私の将来の夢は、生活用品に関するプロ
グラマーになることです。なぜなら、私はパ
ソコンを使ってプログラミングすることが
好きで、いつか人の役に立つプログラムを
作ってみたいと思ったからです。
　私たちは、テレビやエアコン、パソコン、
ゲーム機に至るまで、たくさんのプログラ
ミングされた用品に囲まれて生活していま
す。それらの用品の発展が、私たちの普段の
生活をさらに豊かにしてくれると思いま
す。
　しかし、夢を叶えるためには、まだまだ
分からないことも多くあります。これから
専門的なことを勉強して、私にしかできな
いプログラムを開発し、個性的なプログラ
マーになりたいと思います。
　私の作ったプログラムで世界中の人たち
の暮らしが便利になり、みんなの笑顔があ
ふれるような、幸せに満ちた世界にするこ
とが私の将来の大きな夢です。
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Half Century
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お
見
合
い
だ
ね
。あ
の

頃
は
お
見
合
い
で
結
婚
す
る
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
ら
ね
。

優
し
そ
う
で
良
ぐ
見
え
だ

ね
。年
も
同
じ
だ
っ
た
が
ら
い
い

が
な
ど
思
っ
た
。

優
し
そ
う
な
人
だ
っ
た

よ
。若
い
う
ち
に
結
婚
し
た
方
が

い
い
っ
て
親
か
ら
勧
め
ら
れ
で
、

結
婚
を
決
め
だ
の
。

た
く
ま
し
い
よ
。言
う
ご

ど
が
年
々
強
く
な
っ
て
き
て
る
な

（
笑
）。

自
分
の
言
う
ご
ど
は
曲

げ
な
い
人
だ
ね
。

「
故
郷
は
い
つ
も
心
の
中
に
」

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、昭
和
22
年
に
８
人
兄
弟

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、中
学
を

卒
業
す
る
ま
で
、家
業
で
あ
る
農

作
業
の
手
伝
い
を
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。

　

主
に
畑
や
山
仕
事
で
し
た
が
、

春
は
桑
の
葉
取
り
、夏
に
は
山
か

ら
タ
バ
コ
の
葉
の
運
び
出
し
作
業
、

冬
に
は
シ
イ
タ
ケ
の
温
室
栽
培
な

ど
、多
く
の
こ
と
を
経
験
し
ま
し

た
。そ
の
中
で
も
、暑
い
時
季
に
自

転
車
で
売
り
に
く
る
冷
た
い
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
蚕
作
業
の
休

憩
時
の
甘
酒
、ス
ト
ー
ブ
の
上
で

焼
い
た
分
厚
い
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を

家
族
み
ん
な
で
食
べ
た
と
き
の
お

い
し
さ
や
楽
し
い
時
間
を
特
に
思

い
出
し
ま
す
。

Monthly Hot Communication

One's Home

二
人
と
も
踊
り
が
好
き

だ
が
ら
、20
年
前
に「
東
北
股
旅

一
座
」っ
て
名
前
で
団
体
を
立
ち

上
げ
で
、趣
味
で
一
緒
に
舞
踊
を

や
っ
て
ん
だ
。い
ろ
ん
な
行
政
区

を
回
っ
た
り
、大
会
に
出
だ
り
し

て
、披
露
す
る
こ
と
が
今
の
楽
し

み
だ
ね
。常
に
動
い
て
る
が
ら
健

康
に
も
い
い
よ
。

け
ん
か
し
て
も
、一
緒
に

踊
れ
ば
仲
直
り
で
き
る
ね
。

【

腹
立
つ
ご
ど
言
わ
れ
で

も
受
け
流
す
ご
ど
だ
ね
。

動
け
る
う
ち
は
、二
人
で

一
緒
に
踊
っ
て
い
た
い
ね
。

け
ん
か
し
て
も
一
緒
に
踊
っ
て
仲
直
り

　

季
節
ご
と
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、

春
は
沢
登
り
、野
イ
チ
ゴ
や
桑
の

実
、カ
ニ
を
取
り
、夏
に
は
土
器
の

発
掘
、川
で
の
水
遊
び
、秋
に
は
ア

ケ
ビ
や
栗
拾
い
で
、一
日
中
山
中

を
歩
き
回
り
、冬
に
は
近
所
の
仲

間
た
ち
と
ス
キ
ー
や
ソ
リ
滑
り
を

し
た
も
の
で
す
。

　

冬
の
長
い
夜
に
は
、家
族
で
い

ろ
り
端
に
座
り
、眠
い
目
を
こ
す

り
な
が
ら
タ
バ
コ
の
葉
を
一
枚
一

枚
重
ね
る
作
業
を
し
ま
し
た
。夜

な
べ
の
お
や
つ
に
食
べ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
と
渋
柿
の
塩
漬
け
が
眠
気
も

吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
の
お
い
し
さ
だ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
育
っ
た
津
山
町
柳
津
石
貝

は
、三
方
が
山
に
囲
ま
れ
、と
て
も

自
然
豊
か
な
所
で
す
。故
郷
を
離

れ
、東
京
に
働
き
に
出
て
か
ら
半

世
紀
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、今

で
も
昔
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
帰

省
す
る
と
き
は
う
れ
し
く
、そ
の

際
に
は
、柳
津
虚
空
蔵
尊
や
横
山

不
動
尊
を
参
拝
し
、道
の
駅
も
く

も
く
ラ
ン
ド
に
も
寄
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。そ
し
て
私
の

故
郷
へ
の
思
い
は
、い
つ
も
心
の

中
に
し
ま
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、登
米
市
皆
さ
ま
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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今
月
は
、道
の
駅「
三
滝
堂
」の

猪
股
浩ひ

ろ

美み

店
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

今
の
時
期
は
、米
山
産
の
イ
チ

ゴ「
も
う
い
っ
こ
」を
使
用
し
た
、

い
ち
ご
大
福
が
お
す
す
め
で
す
。

　
「
も
う
い
っ
こ
」は
、大
粒
で
ク

リ
ー
ミ
ー
な
甘
さ
と
、ほ
の
か
な

酸
味
が
特
徴
の
イ
チ
ゴ
。い
ち
ご

大
福
は
、当
駅
で
手
作
り
し
て
い

る
た
め
、こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
商
品
で
す
。金
、土
、日
曜
日
限

定
で
す
の
で
、お
買
い
求
め
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。「
も
う
い
っ

こ
」だ
け
の
販
売
も
し
て
い
ま
す

の
で
、春
の
訪
れ
に
ぴ
っ
た
り
な

甘
酸
っ
ぱ
い
味
を
堪
能
く
だ
さ

い
。テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
で

は
、地
域
を
厳
選
し
、え
り
す
ぐ
り

の
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム「
あ
ま
お
う
」を
販
売
。ド

ラ
イ
ブ
の
休
憩
に
、ほ
の
か
な
酸

味
あ
る
甘
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

品
ぞ
ろ
え
豊
富
な
お
弁
当
も
人

気
の
商
品
で
す
。２
５
０
円
と
お

求
め
や
す
い
価
格
で
販
売
し
て
い

る
ソ
ー
ス
か
つ
丼
や
み
そ
か
つ
丼

を
始
め
、数
多
く
の
商
品
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

道
の
駅「
三
滝
堂
」

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
８
９
１

●
４
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、２
月
28
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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日
の
場
合
は
翌
平
日
）休
館

市
歴
史
博
物
館

無
料

◉

３
月
21
日（
土
）、４
月
19
日

（
日
）、５
月
４
日（
月
・
祝
）午
前

11
時
〜
11
時
30
分

※
参
加
費
は
無
料
で
、事
前
申
し

込
み
不
要
で
す

◉
ま
が
た
ま

４
月
29
日（
水・祝
）❶
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
❷
午
後
２
〜

３
時
30
分

１
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す市

歴

史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

懐
古
館
で
現
在
開
催
し
て
い
る

　

企
画
展「
青
島
貝
塚
〜
発
掘
か

ら
１
０
０
年
の
時
を
超
え
て
〜
」を

開
催
し
ま
す
。南
方
町
に
あ
る
青

島
貝
塚
は
、大
正
８
年
に
南
方
村

本
地
尋
常
小
学
校
校
長
だ
っ
た
高

橋
清せ

い

治じ

郎ろ
う

の
紹
介
を
受
け
、東
北

帝
国
大
学
教
授
松
本
彦ひ

こ

七し
ち

郎ろ
う

の
指

揮
に
よ
り
発
掘
調
査
を
実
施
。14

体
の
埋
葬
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
人

骨
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
発
掘
調
査
か
ら
１
０
０

年
が
経
過
し
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
、時
代
ご
と
の
調
査
成
果
の
振
り

返
り
と
、清
治
郎
の
考
古
学
分
野
で

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

３
月
14
日（
土
）〜
５

月
17
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４

時
／
毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝

企
画
展「
浮
世
絵 

美
の
競
演
」の

関
連
企
画
と
し
て
、登と

よ

ま米
秋
ま
つ
り

の
山だ

車し

に
飾
る
桜
の
花
づ
く
り
体

験
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
１
日（
日
）、４
月
５
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
２
時

登
米
懐
古
館

無
料（
観
覧
料
は
必
要
）

大
人
＝
４
０
０
円
、高

校
生
＝
３
０
０
円
、小
・中
学
生
＝

２
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す

※
浮
世
絵
の
企
画
展
開
催
中
に
懐

古
館
に
入
館
し
、希
望
す
る
人
に

浮
世
絵
し
お
り
を
差
し
上
げ
ま
す

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症

の
患
者
や
そ
の
家
族
、地
域
の
人

な
ど
が
集
ま
り
、情
報
交
換
し
た

り
、お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
場
で
す
。音
楽
の
生
演
奏
を

聴
き
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、誰
で

も
相
談
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

３
月
21
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

登
米
公
民
館

５
０
０
円

40
人

▼
Ｎ
Ａ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｅ（
担
当
＝
山
本
）

☎
０
９
０（
７
３
２
９
）４
２
７
７

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

　

国
の
情
勢
や
最
新
の
動
向
、各

機
関
の
補
助
金
な
ど
、支
援
施
策
・

事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
17
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

農
業
者
、農
業
法
人
、企

業
、団
体
、金
融
機
関
関
係
者

❶
農
林
水
産
省
、経
済
産

業
省
の
主
要
事
業
の
概
要
と
支
援

施
策
❷
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
支

援
制
度
❸
宮
城
県
、登
米
市
の
支

援
事
業
❹
個
別
相
談
会

無
料電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、所
属
先
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、「
令
和
２
年

度
補
助
金
等
活
用
セ
ミ
ナ
ー
参
加

希
望
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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介
護
職
員
初
任
者
研

修
・
春
期

宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

親
ま
た
は
寡
婦
で
全
日
程
受
講
で

き
る
人

４
月
５
日
か
ら
９
月
20
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日（
全
23
回
／

実
習
２
回
含
む
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時
10
分　
　
　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー15

人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
に

な
り
ま
す教

材
費
、実
習
費
と
し
て

９
千
円
程
度

※
受
講
料
は
無
料

無
料（
３
歳
〜
小
学
３
年
生
）

３
月
１
日（
日
）〜
20

日（
金
）必
着

講
習
名
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無（
子

ど
も
の
年
齢
）を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会（
宮
城
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／ 

仙
台

市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
―
７
―
３

☎
０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

議
会

事
務
局（
議
事
・
庶
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

０
２
２
０（
２
２
）９
２
２
５

死gikaijim
u@
tom
e.m
iyagi.jp

　
「
登
米
市
足
も
み
た
〜
い
」が

フ
ッ
ト
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。登
米
市
足
も
み
た
〜
い
は
、

市
内
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
動
中
で
す
。詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
17
日（
火
）、19
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
両
日
受
講
く
だ
さ
い

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

自
分
や
相
手
の
足
や
手
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
技
術
を
学
ぶ

30
人無

料３
月
10
日（
火
）

※
昼
食
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、ス

リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ
い

▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

▼
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支

所

見
交
換
会
に
参
加
す
る
こ
と
▼
議

会
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
回
答
す
る
こ
と

▼
満
18
歳
以
上
▼
議

会
運
営
に
深
い
関
心
を
持
つ
人
▼

地
方
公
共
団
体
の
議
員
で
な
い
人

▼
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
人

委
嘱
さ
れ
た
日
〜
令
和
３

年
３
月
末
日

20
人
以
内

住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、生
年
月
日（
年
齢
）、電
話
番

号
、職
業
を
指
定
の
様
式
に
記
入

し
、議
会
事
務
局
ま
で
持
参
す
る

か
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
指
定
の
様
式
は
議
会
事
務
局
で

配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

２
月
28
日（
金
）（
当

日
消
印
有
効
）

産
業

経
済
部
産
業
連
携
推
進
課（
産
業

連
携
係
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

糸sangyorenkei@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
議
会
に
関

す
る
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た

め「
登
米
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
」を
募

集
し
ま
す
。

▼
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
を
、議
場
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
で
傍
聴
す
る
こ
と
▼
議
会

に
関
す
る
こ
と
や
議
会
だ
よ
り
な

ど
へ
の
意
見
、提
案
を
文
書
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
▼
議
会
と
の
意

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶
▶
▶
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こ
と
で
、一
人
で
も
多
く
の
人
た

ち
が
救
命
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
、普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

３
月
15
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

３
月
９
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

人
と
関
わ
る
こ
と
や
社
会
に
出

る
こ
と
へ
の
不
安
、家
族
関
係
、自

分
の
感
じ
て
い
る
生
き
づ
ら
さ
な

ど
、同
じ
体
験
を
持
つ
人
と
分
か

ち
合
う
、女
性
の
た
め
の
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
21
日（
土
）午
後
２
時

〜
４
時

※
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
の
開
催
日
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

女
性
の
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
お
よ
び
経
験
者

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

３
月
19
日（
木
）午
後
６
時

30
分
〜（
受
付
時
間
＝
午
後
６
時

〜
）

中
田
総
合
体
育
館

中
田
町
内
在
住
者
、

ま
た
は
勤
務
者

団
体
戦（
３
シ
ン
グ
ル
ス
・

硬
式
）▼
家
族
・
職
場
・
友
人
・
男
女

混
合
可
▼
１
人
で
参
加
希
望
、人

数
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
な
ど
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

１
人
＝
３
０
０
円

電
話
ま
た
は
中
田
総

合
体
育
館
、大
会
事
務
局
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
か
任
意
の
用
紙

に
、チ
ー
ム
名
、参
加
者
全
員
の
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、中
田
地
区

ピ
ン
ポ
ン
大
会
参
加
希
望
と
明
記

の
上
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
し

て
く
だ
さ
い

３
月
10
日（
火
）大

会

事
務
局（
中
田
町
卓
球
協
会
・
ア
リ

ス
モ
ー
ド
内
）担
当
＝
佐
瀬

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
７
８
８

０
２
２
０（
５
８
）２
７
８
７

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
適
切
な
応
急
手
当
が
施
さ
れ
る

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
〜
60
歳
の
間
に
種
別
が
変

わ
る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で

す
。

◉
　

第
１
号
被
保
険
者
は
、給
料
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
会
社
員
な
ど

と
異
な
り
、自
分
で
保
険
料
月
額

１
万
６
４
１
０
円（
令
和
元
年
度
時

点
）を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。加
入
手
続
き
後
、納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、銀
行
、農
協
、

信
用
組
合
、信
用
金
庫
、郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
電
子

納
付
で
支
払
う
か
、口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。収
入
が
無
く
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
ま
た
は
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。学
生

に
は
、学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、年
金
事
務
所
ま
た

は
最
寄
り
の
総
合
支
所
市
民
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

収入が増えるなどして扶養か
ら外れたとき 第１号

被保険者
各総合支所
市民課扶養している配偶者が 65 歳

になったとき

就職して厚生年金や共済年金
に加入したとき

第２号
被保険者 勤務先

扶養している配偶者の勤務先
が変わったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

退職したとき 第１号
被保険者

各総合支所
市民課

退職して第２号被保険者の扶
養に入ったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

就職して厚生年金に加入した
とき

第２号
被保険者 勤務先

第２号被保険者の扶養に入っ
たとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先
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❶
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な

い
❷
知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な

い
❸
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
声
で
叫
ぶ
❹「
変
だ
」「
怖

い
」と
思
っ
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る
❺

「
お
か
し
い
」と
思
っ
た
こ
と
は
家

の
人
に
知
ら
せ
る
❻
一
人
で
遊
ば

な
い
❼
出
掛
け
る
前
に「
誰
と
」

「
ど
こ
で
」「
何
を
す
る
か
」「
何
時

に
帰
る
か
」を
家
の
人
に
話
す

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

わ
っ
か

☎
０
９
０（
６
２
５
０
）３
８
６
０

※
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
の
問
い
合

わ
せ
も
可

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）で
は
、海
外
協
力
隊

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

３
月
30
日（
月
）ま
で

日
本
国
籍
を
持
ち
、

昭
和
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
12

年
９
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
募
集
内
容
や
応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
電
話

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

☎
０
２
２（
２
２
３
）４
７
７
２

　　

警
察
で
は
、子
ど
も
の
犯
罪
被

害
防
止
の
た
め
に
警
戒
を
強
化
し

て
い
ま
す
。子
ど
も
自
身
、保
護

者
、地
域
の
人
た
ち
が
互
い
に
協

力
し
、注
意
し
合
う
こ
と
で
、被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◉❶
子
ど
も
が
出
掛
け
る
と
き
は
、

行
き
先
、遊
ぶ
友
達
の
名
前
、帰
宅

時
間
を
確
認
❷
一
人
で
遊
ば
せ
な

い
。外
出
時
に
一
人
に
し
な
い
❸

不
審
な
人
の
誘
い
に
乗
ら
な
い
よ

う
に
指
導
し
、防
犯
グ
ッ
ズ
の
活

用
と
大
声
を
出
す
練
習
を
す
る

◉

☎ ☎ ☎ ☎

㊐

㊋

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

◉

㊏

◉

☎

㊏
㊐
㊏
㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

下田中53番地8
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▼
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
▼
任
意
の

様
式
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し「
大
綱（
案
）に
対

す
る
意
見
」と
明
記
の
上
、企
画
部

企
画
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

３
月
23
日（
月
）

▼
意
見
は
計
画
を
作
成

す
る
際
の
参
考
に
し
ま
す
▼
個
人

が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
、意
見
の

要
旨
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
▼
い
た
だ
い
た
意

見
へ
個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん 

企
画
部
企
画
政
策

課（
行
政
改
革
推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死kikakuseisaku@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

厚
生
労
働
省
で
は
、出
生
や
死

亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、

毎
年
人
口
動
態
を
調
査
し
て
い
ま

す
。国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
令

和
２
年
度
は
、人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
を
し
、届
書
に
職
業（
死
亡

届
に
は
産
業
区
分
も
）の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。届
け
出
を
す

る
人
は
、各
総
合
支
所
市
民
課
窓

口
で「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願

い（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」を
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、参
考
に
し

て
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

月
31
日

出
生
、死
亡
、死
産
、婚

姻
、離
婚
の
届
け
出
を
す
る
人

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
・
贈
与
税
＝
３
月
16
日

（
月
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
＝

３
月
31
日（
火
）

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
＝
４
月
21
日（
火
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
＝

４
月
23
日（
木
）

※
振
替
納
税
は
、預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
税
が
で
き
る
便
利

な
制
度
で
す
。簡
単
な
手
続
き
で

利
用
で
き
、一
度
手
続
き
を
す
れ

ば
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い

佐
沼
税
務
署
総
務

課☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　

下
水
道
に
接
続
で
き
る
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
は
、接
続
す
る
こ

と
で
、家
庭
内
雑
排
水
が
直
接
側

溝
に
流
れ
な
い
た
め
、悪
臭
な
ど

が
無
く
な
り
、河
川
の
水
質
が
改

善
し
ま
す
。ま
た
、水
路
な
ど
の
公

共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、自
然

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、早
め
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
水
以
外（
井
戸
水
な
ど
）を

使
用
し
て
い
る
人
、下
水
道
に
一

部
接
続
し
て
い
る
人
、醸
造
業
・
製

氷
業
な
ど
の
事
業
を
営
む
人
で
、

使
用
水
量
が
下
水
道
に
流
す
汚
水

量
と
著
し
く
異
な
る
場
合
は
、排

出
汚
水
量
を
認
定
し
、下
水
道
使

用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
部
下
水
道
課
に
備
え
付
け

の「
排
出
汚
水
量
申
告
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
提
出
し
、認
定
を
受
け

て
い
る
人
も
、年
度
ご
と
に
提
出

が
必
要
で
す

▼
自
家
水

　

令
和
２
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
、３
月
１
か
ら
７
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、次
の
７
項

目
を
重
点
目
標
に
、火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
❷
乾
燥

時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防

止
対
策
の
推
進
❸
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進
❹
特
定
防
火
対
象
物

な
ど（
飲
食
店
・
物
販
店
・
病
院
な

ど
）に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の

徹
底
❺
多
数
の
人
が
集
合
す
る
催

し
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
な
ど

の
徹
底
❻
林
野
火
災
・
そ
の
他
の

火
災
（
枯
草
火
災
）の
予
防
対
策

の
推
進
❼
車
両
火
災
に
対
す
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

「
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」

◉❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
❷
ス

ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
❸
ガ
ス

こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
❷

寝
具
や
衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
❸
火
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
、住
宅
用
消
火
器
を
設

置
す
る
❹
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
を
守
る
た
め
、隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
る

◉
　

新
築
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
置
後
、10
年
以
上
経
過
し
た
も

の
は
、電
子
部
品
な
ど
の
劣
化
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、本
体
の
交
換

を
お
勧
め
し
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

市
は
、令
和
３
〜
７
年
度
を
期

間
と
す
る「
第
４
次
行
財
政
改
革
大

綱
」を
策
定
す
る
た
め
、市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
大
綱（
案
）へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。第

４
次
登
米
市
行
財

政
改
革
大
綱（
案
）

▼
企
画
部
企
画
政
策

課（
迫
庁
舎
２
階
）▼
各
総
合
支
所

市
民
課
▼
各
公
民
館・ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
▼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘

密
は
守
り
ま
す
。

３
月
18
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時

登
米
保
健
所

】３
月
17
日（
火
）ま
で

に
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

そ
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。ま
た
、必
要
に
応
じ
て
相
談
機

関
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
気
づ
き
」「
傾
聴
」「
つ
な
ぎ
」「
見

守
り
」で
孤
立
、孤
独
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▼
仙
台
い
の
ち
の
電
話（
24
時
間
）

☎
０
２
２（
７
１
８
）４
３
４
３

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル（
午
前
９
時
〜
翌
日
午
前
２
時
）

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

▼
宮
城
県
自
死
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー（
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）　

☎
０
２
２
９（
２
３
）０
０
２
８

※
相
談
専
用
電
話

支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。総

務
部
市
長
公
室

（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

　

自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
、一
人
で
抱
え
る
悩
み

が
深
く
、多
岐
に
渡
る
と
判
断
力
が

落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、一
人
で
悩
ま
ず
言
葉
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

周
囲
の
人
た
ち
も
、い
つ
も
と
様

子
が
違
う
と
感
じ
た
ら
声
を
掛
け
、

（
井
戸
水
な
ど
）を
使
用
し
て
い
る

▼
水
道
水
を
次
の
と
お
り
使
用
し

て
い
る
❶
牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
❷

年
間
を
通
し
て
出
荷
す
る
野
菜
や

花
き
を
栽
培
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
❸
大
量
の
水
を
使
っ
た
製
造

業
な
ど
❹
一
時
的
な
育
苗（
原
則

と
し
て
１
カ
月
）

建
設
部
下

水
道
課（
事
業
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
５
９

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
と
め

の
市
内
事
業
所
へ
の
配
布
は
、本

年
度
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

広
報
紙
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、各
総
合

（令和２年１月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,537 9,771 10,346 20,117 （▲53）

登米 1,796 2,290 2,466 4,756 （▲13）

東和 2,326 3,029 3,105 6,134 （▲25）

中田 5,178 7,657 7,941 15,598 （▲4）

豊里 2,137 3,195 3,246 6,441 （▲21）

米山 2,845 4,436 4,544 8,980 （▲5）

石越 1,568 2,380 2,384 4,764 （▲1）

南方 2,708 4,154 4,329 8,483 （▲22）

津山 1,143 1,515 1,662 3,177 （▲2）

合計 27,238 38,427 40,023 78,450 （▲146）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　自動車による単独交通事故が増えています。
　交通法令を遵守するとともに、緊張感を持った運転を心掛
けましょう。

（令和２年１月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 18件 17件 １件

死者数 １人 ０人 １人

負傷者数 20人 18人 ２人

物損事故
発生件数 118件 110件 ８件

※令和２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

※
託
児
は
３
月
12
日（
木
）ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

３
月
27
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です



編

集

後

記

▼
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
号

は
、成
人
式
を
取
材
し
ま
し
た
。

過
去
の「
ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢
」

を
基
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て

も
ら
っ
た
横
山
さ
ん
と
文
さ

ん
。二
人
と
も
中
学
生
の
時
の

夢
を
追
い
、大
学
生
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。二
人
の
夢
が
か
な

う
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。（
小

野
寺
）

▼
と
き
め
き
人
の
秋
山
さ
ん
の

取
材
で
は
、言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
ほ
ど
の
苦
悩
が
あ
っ
た

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。楽
し
く

て
始
め
た
こ
と
で
も
、投
げ
出

し
た
く
な
る
と
き
が
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
初
心

に
返
り
、自
分
の
気
持
ち
と
向

き
合
う
こ
と
で
、努
力
し
続
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
三
浦
）

▼
小
学
生
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
を
取
材
。ど
の
チ
ー
ム
に
も

共
通
し
て
い
た
の
は
、し
っ
か

り
取
材
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。関
係
者
か
ら
話
を
聞
き
、現

状
や
課
題
を
整
理
し
た
上
で
柔

軟
な
発
想
で
未
来
を
描
い
て
い

ま
し
た
。発
表
も
工
夫
し
、完
成

ま
で
の
努
力
を
感
じ
、と
て
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。（
高
橋
）

　２本のロープで縄跳びをしながらパフォーマ
ンスするダブルダッチの国際大会「ＮＤＤＬホ
リデークラシック」は12月８日、アメリカ合衆国
ニューヨーク州にあるアポロ・シアターで開かれ、
本市出身の秋山さんが所属するチーム「刹

せつ

那
な

」が優
勝し、世界一に輝いた。
　「刹那」は岩手県立大学の男女６人で構成される
ダブルダッチのチームで、サークル内の同級生で
結成した。３年生で全国８位と好成績を収めたが、
国際大会への出場条件は３位以内。「全国８位はう
れしかったが、満足はできなかった」と、世界の舞
台へ行くためには何をすべきかチーム内で話し
合った。大学の講義や実習、アルバイトなどで多忙
を極める中、時間を縫って練習時間を捻出。ちょっ

としたボタンの掛け違いからメンバー同士でぶつ
かり合うこともあったが、仲の良さが「刹那」の持
ち味。何度も話し合いを重ね、技を磨きあげた。
　４年生で迎えた全国大会では、練習が実を結び
３位。サークル史上初の国際大会出場を決めた。勢
いそのままに挑んだ世界の舞台。地元アメリカの
チームに声援が集まり、アウェーの空気に包まれ
た中の大一番だったが、「個性を出し切って楽しも
う」と声を掛け合った。演技を見事ノーミスで終
え、世界の頂へと上り詰めた。
　「世界一はスタート。大学を卒業し、仙台に就職
するので、これからは宮城からダブルダッチを盛
り上げていきたい」―。活躍の場を移し、これから
もダブルダッチの躍進を支えていく。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le
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